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形 式 Zoomを用いたオンライン形式

対 象

募集コース

N2(JLPT) 合格以上の外国人留学生、
または外国人社員の方。
※東洋大学以外の方も受講できます。
※日本国籍の方も受講できます。

定 員 各回　1,000名（先着順）

6トピック、14コース

費 用 無料

申 込 期 間 2025年 02月 22日（土）まで（JST）

講 座 申 込 下記の申込サイトよりお申込いただけます。
TOYO Japanese Language Programサイト
URL：https://toyo-jlp.com

期 間 2025年 02月 18日 ( 火 ) ～
2025年 02月 23日 ( 日 ) 全 6日間

※各トピックは理論（Theory）、実践（Practice）の 2部構成

この講座では、ビジネス場面で実際に求められ
る日本語や文化知識、マナー、スキル等につい
て深く学ぶことができます。

厳選されたテーマについて各分野の専門家から
指導を受けることのできる貴重な機会です。ま
た、留学生の就職活動で大きな強みとなる
「BJT ビジネス日本語能力テスト」（公益財団法
人日本漢字能力検定協会 ) の試験対策も含まれ
ています。BJT 受験予定の方は本講座を有効に
活用してください。

今期も新たな講師を迎え、より厳選したテーマ
全 14 コースからご自身が興味のある講座を自
由に選ぶことができます。当日講座に参加でき
なかった場合も、申し込んだ方は全員後日講義
動画を閲覧することが可能です。ぜひ、この機
会にビジネス日本語やビジネス文化について理
解を深め、日本語力の向上および今後のキャリ
ア構築に役立ててください。

東洋大学
ビジネス日本語
ポイント講座

2025年春季

各界の専門家からビジネスで使える
日本語やスキルを学ぶ
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ー 講座は全て日本語で行われます。
ー 1コースのみの参加も複数コースの参加も自由に選ぶことができます。
ー 講座終了後アンケートに回答した方は、講師が配付を許可した場合のみ
講座で使った資料を閲覧することができます。

https://toyo-jlp.com/class/courselist-2025-spring-business-japanese-special-courses


【本講座に関するお問い合わせ】
TOYO Japanese Language Program
E-mail： toyo-jlp@tugs.co.jp

【講座申込】

コース日程
専門家による特別公開講座を14コースから自由に選べる！

右側のQRコード、またはURLよりお申込いただけます。
TOYO Japanese Language Programサイト
URL：https://toyo-jlp.com

日程 時間 テーマ コース名 講師 所属回
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13

14

2月18日（火）

ビジネス文化知識と習得のためのトレーニング

ビジネス日本語の聞き取りマスター術

ビジネス日本語語彙・表現の習得と演習

コミュニケーション能力育成のための日本語文法

企業で働くためのビジネスマナーと
コミュニケーション

雑談力を高める感動詞の使い方：
会話に色を添えるヒント

ビジネス日本語と敬語表現

リスニング
＆

スピーキング

リーディング
＆

ライティング

語彙＆文法

ビジネス文化と
マナー

敬語表現

13：00～14：30

大森 一弘 公益財団法人日本漢字能力検定協会
 普及部

早稲田大学
教授

東洋大学国際教育センター
講師

学習院大学
教授

NPO法人日本語教育研究所
理事・研究員

筑波大学
教授

武蔵野大学
名誉教授

堀井 惠子

類義表現を中心としたビジネス日本語実践演習

AI時代に日本語を学ぶ意義

東洋大学国際教育センター
准教授牛窪 隆太

田中 祐輔

陳 秀茵

ビジネス日本語と翻訳・通訳
－２つの言語を行き来する面白さ－

日本の翻訳・通訳の現場から
翻訳・通訳

有限会社フォント
代表取締役

神戸大学
教授石川 慎一郎

宮外 真理子

ビジネス日本語の読解

ビジネス文書の基礎スキル 日本大学
教授

東洋大学国際教育センター
准教授牛窪 隆太

野田 尚史

前田 直子

東京学芸大学
准教授小西 円

長崎 清美

李 在鎬

BJTとマンガで学ぶビジネス日本語と
コミュニケーションの実践

神戸女学院大学
教授建石 始

14：50～16：20

13：00～14：30

14：50～16：20

13：00～14：30

14：50～16：20

13：00～14：30

14：50～16：20

13：00～14：30

14：50～16：20

16：40～18：10

13：00～14：30

14：50～16：20

16：40～18：10

2月19日（水）

2月20日（木）

2月21日（金）

2月22日（土）

2月23日（日）

https://toyo-jlp.com/class/courselist-2025-spring-business-japanese-special-courses
https://toyo-jlp.com/home


講師紹介

大阪外国語大学（現：大阪大学）外国語学部イスパニア語学科卒業。同大学大学院外
国語学研究科修士課程日本語学専攻修了。筑波大学文芸・言語研究科（現人文社会科
学研究科）博士（言語学）。
大阪外国語大学助手、筑波大学講師、大阪府立大学講師・助教授・教授を経て、2012
年より国立国語研究所教授、2021年より日本大学文理学部教授。
『日本語コミュニケーションのための読解教材の作成』『コミュニケーションのため
の日本語教育文法』などをはじめて、日本語学習者の読解指導や日本語教育文法研
究における第一人者として活躍され、日本語学と日本語教育に関する多くの貴重な
知見を発表している。

野田　尚史
の だ ひ さ し

日本大学
教授

筑波大学日本語・日本文化学類卒業。早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期
課程修了。博士（日本語教育学）。
日本学術振興会特別研究員、中国復旦大学講師、早稲田大学国際学術院助手、東洋大
学講師・准教授、青山学院大学准教授を経て現職。
多文化共生・国際文化交流・日本語教育をテーマに、留学生への日本語教育、ビジネ
ス日本語教育、JSL児童への日本語教育、日本語教材分析と開発、言語政策、日本語教
育史、日本文化の海外発信などを研究。
第32回大平正芳記念賞特別賞、2018年度日本語教育学会奨励賞など受賞。

田中　祐輔
た な か ゆ う す け

筑波大学
教授

広東海洋大学外国語学部日本語学科卒業。神戸大学大学院人文学研究科博士課程前
期課程・後期課程修了。博士（学術）。ドイツハンブルク大学、神戸大学アシスタント、
神戸芸術工科大学、日本経済大学など非常勤講師・専任講師を経て、現職。
専門は、現代日本語文法、日本語教育、日本語学、コーパス言語学。
日本語学習者の視点から、現代日本語文法の文末表現と、漢字漢語研究に取り組む。
文法・語彙の理論知識に基づいて、学習者ならではの学習困難点、注意点を踏まえ、
日本語力向上のための勉強のコツなどを提示する。

陳　秀茵
ち ん しゅういん

東洋大学国際教育センター
講師

獨協大学外国語学部卒業。早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程修了。
博士（日本語教育学）。Waseda Education(Thailand)・タイ早稲田日本語学校副
主任講師、早稲田大学日本語教育研究センター助手、関西学院大学日本語教育セン
ター日本語常勤講師・言語特別講師を経て、現職。専門は、質的データ分析法、教師
研究、実践研究。

牛窪　隆太
う し く ぼ り ゅ う た

東洋大学国際教育センター
准教授



神戸大学文学部卒業。神戸大学大学院文学研究科・岡山大学大学院文化科学研究科修
了。博士（文学）。専門はコーパス言語学、応用言語学。静岡県立大学講師、広島国際大学
講師、神戸大学助教授（准教授）を経て、2004年より現職。
計量国語学会副会長、日英言語文化学会理事、英語コーパス学会元会長。文化庁文化審
議会国語分科会委員・同言語資源小委員会副主査、文部科学省日本語教師養成・研修推
進拠点整備事業近畿ブロック責任者。
主著に『ベーシックコーパス言語学』、『ベーシック応用言語学』『The ICNALE Guide: 
An Introduction to a Learner Corpus Study on Asian Learners’ L2 English』ほ
か。主な訳書として、『 概説コーパス言語学―手法・理論・実践』、『コーパス語彙意味論
―語から句へ』、『D.H.ロレンス短篇全集 第4巻』（「二羽の青い鳥」）など。

石川　慎一郎
いし か わ し ん い ち ろ う

神戸大学
教授

大阪大学外国語学部北・中央文化ドイツ語科卒業。
慶應大学システムデザイン・マネジメント研究科修了。
大阪公立大学都市経営研究科都市政策・地域経済コース修士二年（現在）。
大阪大学卒業後、翻訳通訳会社を起業。慶應大学では「英語に翻訳しやすい日本語」
について研究。

宮外　真理子
みや が い ま り こ

有限会社フォント
CEO

青山学院大学文学部英米文学科を卒業後、ドイツ銀行東京支店勤務、イラク・バス
ラの日本企業支社勤務を経て、日本語教育に携わる。博士(学術）。
武蔵野大学教授・大学院言語文化研究科専攻長・グローバル学部日本語コミュニ
ケーション学科長を経て、現在に至る。
日本語OPI研究会長、アカデミック・ジャパニーズグループ事務局、ビジネス日本語
研究会代表幹事、経済産業省委託事業「日本企業における外国人留学生の就業促進
に関する調査研究」検討委員会委員、経済産業省委託事業「アジア人財資金構想共
通カリキュラム・教材開発委員会」委員、文化庁委託「生活者としての外国人」のた
めの日本語教育事業、文化庁委託事業「就労者のための日本語教師【初任】研修」（令
和2-4年度）の運営と講師担当などを歴任。ビジネス日本語研究と教育の分野その
ものを構築し、最先端の理論と実践を国内外に展開している。

堀井　惠子
ほ り い け い こ

武蔵野大学
名誉教授

駒澤大学、東京工芸大学非常勤講師。鉄鋼メーカー勤務を経て1992年より日本語
教育に従事。地域の教室、学校（日本語学校、専門学校、大学）で教鞭をとったのち、
青年海外協力隊でケニアに赴任し異文化の中で働くことを経験。帰国後、日本語教
師養成講座や教材開発プロジェクトなど、日本語と外国人に関する仕事に携わる。
現在は企業におけるビジネスパーソンに対する日本語研修コーディネート、留学
生の就職活動のサポート、ビジネス日本語教師養成などを中心に活動している。

長崎　清美
なが さ き き よ み

NPO法人日本語教育研究所
理事・研究員

大阪市立大学卒業。大阪外国語大学（現：大阪大学）博士前期課程、早稲田大学大学院博
士後期課程修了。博士（日本語教育学）
早稲田大学助手、国立国語研究所研究員などを経て、2017年より現職。
『流暢性と非流暢性』 『日本語コミュニケーションのための読解教材の作成』『ミニス
トーリーで覚える JLPT日本語能力試験ベスト単語N3 合格2100』をはじめ、多数の
日本語教材や日本語教師用専門書の開発に携わり、豊富な知見を発信している。

小西　円
こ に し まどか

東京学芸大学
准教授



東京大学文学部卒業（言語学）。大阪大学大学院博士後期課程修了（現代日本語学）。
博士（文学）。東京大学留学生センターを経て、2002年より学習院大学助教授、
2008年より学習院大学教授。日本語文法学会会長。日本語学研究と日本語教育研究
分野において、重要な論文、書籍、日本語文法の教材など多数。また、『ビジネス日本
語教育の展開と課題』（ココ出版）を上梓し、当該分野においても重要な提言を発信
している。

前田　直子
ま え だ な お こ

学習院大学文学部
教授

1996年3月 専修大学 文学部 国文学科 卒業、中学校・高等学校 国語教員免許 取得
1996年4月 株式会社ワンビシアーカイブズ 入社
企業を対象にしたデータ保管や運用に関するBtoBソリューション営業に従事。
2001年6月 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 入職
小学校から大学まで幅広い教育機関、および企業の日本語能力育成支援に従事。学
校教育現場における国語・総合学習、入試や就職で求められる日本語・漢字能力の課
題解決提案を行ってきた。また、協会広報としてテレビや新聞、雑誌等の媒体取材対
応、プレスリリース執筆を手掛ける。
現在、大学および企業で外国人・日本人のコミュニケーション力向上に向けた講義・
研修を多数実施。

大森　一弘
お お も り か ず ひ ろ

公益財団法人日本漢字能力
検定協会 普及部

大阪外国語大学外国語学部卒業。神戸市外国語大学大学院修士課程・博士課程修
了。博士（文学）。
鹿児島県立短期大学文学科准教授を経て、2011年より神戸女学院大学文学部准教
授・教授。
『日本語の限定詞の機能』『名詞研究のこれまでとこれから』『名詞類の文法』などの
著書や、日本語の類義表現や文法に関する論文、教材を数多く執筆。日本語教育に
重要な提言を多く行っている。

建石　始
た て い し はじめ

神戸女学院大学
教授

京都大学大学院人間環境学研究科博士課程修了。博士（人間環境学）。
専門は計量言語学、コーパス言語学、日本語教育、応用言語学、認知言語学など。
情報通信研究機構研究員、国際交流基金研究員、筑波大学准教授などを経て、2016
年より現職。
計量国語学会理事、日本語教育学会代議員、韓国日本語教育学会海外理事などを歴
任。
2014年に日本語教育学会奨励賞を受賞。
『生成AIと日本語教育』『ICTを活用した日本語教育の展望』「AIを活用した言語教育
の新展開」をはじめ、AIを活用した日本語教育や言語学習に関する最先端の提言を
行っている。

李　在鎬
り じぇほ

早稻田大学
教授



講座名 概要

コース詳細

ビジネス文化知識と習得のためのトレーニング

ビジネス日本語の習得にはビジネス文化や商慣習への理解が必要不可欠です。本講義では、日本
企業で働くために重要なビジネスマナーやビジネスコミュニケーションスキルについて、具体的
な事例を交えながら解説し、皆様と一緒に考えます。

雑談力を高める感動詞の使い方：
会話に色を添えるヒント

この講座では、ビジネスシーンでの雑談力を高めるために、日本語の「感動詞」の使い方に焦
点を当てます。「ええ」「なるほど」「へえ」などの感動詞は、会話に自然なリズムを加え、相手
との距離を縮める重要な役割を果たします。特に、初対面の場や多文化の職場で信頼関係を築
く際に効果的です。本講座では、具体的な例を用いながら、感動詞のニュアンスや使い分けに
ついて学びます。オンライン形式ならではのインタラクティブなクイズや演習を通じて、実践的
な知識を身につけることができます。日本語の微妙なニュアンスを理解し、会話に「色」を添
えるヒントを一緒に考えましょう。

日本の翻訳・通訳の現場から
日本で翻訳・通訳の仕事をする際に求められることについて、実例を交えてお伝えいたします。
翻訳・通訳の仕事に関わる人は、翻訳者、通訳者だけではなく、エージェントや翻訳を依頼する人
、さらにその先にいるエンドユーザーなどが、翻訳、または通訳に何を求めているか、そしてそこで
翻訳者・通訳者はどのようにふるまえばいいか、などを一緒に考えてみましょう。

ビジネス文書の基礎スキル
現代のビジネスでは、メールや報告書などの文書を通じて正確かつ効果的に情報を伝えるスキル
が求められます。本講座では、ビジネス文書において簡潔で明確な表現や、読み手に伝わりやす
い文章作成のコツを解説します。具体的な文書の構成や表現方法を実例を交えながら学び、実務
に役立つスキルを身につけましょう。

ビジネス日本語の聞き取りマスター術
ビジネスの場では、お客様や上司の話や電話を含む音声による情報から必要な内容を的確に得
る力が欠かせません。本講義では、ビジネス日本語の聴解に焦点を当て、仕事に直結する具体的・
実践的なスキルを養います。聞き取り力を高め、職場でのコミュニケーションをより円滑にする方
法を楽しく身につけましょう。

BJTとマンガで学ぶビジネス日本語と
コミュニケーションの実践

本講座では、日本で働くビジネスパーソンに求められるコミュニケーションスキルを紹介し、「BJT
ビジネス日本語能力テスト」の特色や出題例についても解説します。BJT テストを組み合わせた
実践的な学びを通じて、ビジネス日本語能力を向上させる具体的なヒントをお伝えします。また
講座の後半では、BJTビジネス日本語能力テストの公式 Facebookで公開されているマンガを
活用しながら、日本企業の文化やビジネス日本語の実践的な使い方を楽しく学びます。

ビジネス日本語語彙・表現の習得と演習
実際のビジネス場面で使われる語彙について、外国人材が学習する際の困難点を確認しながら、
それらを克服するための学習方法を紹介し、問題演習と解説を通じて理解を深めます。講義の中
では実際にBJTビジネス日本語能力テストの模擬問題を解く活動も行います。

コミュニケーション能力育成のための
日本語文法

ビジネス場面で日本語を使えるということは、言語知識を持っているだけではなく、それらを使
ってコミュニケーションを行えるということです。本講義では、日本語文法の観点から、「聞く・
話す・読む・書く」四技能において身につけるべきコミュニケーション能力について考えます。

ビジネス日本語の読解
ビジネスではシーンに応じて様々な読み方が求められます。この講座では、ビジネス文書の構造
を理解しながら、文書の大意を素早く理解したり、必要な情報を読み取ったりする練習を行い、実
践的に理解を深めます。

類義表現を中心としたビジネス日本語実践演習
本講義では、ビジネスシーンにおける類義表現の使い分けを中心に実践演習を行います。類義語
や類義表現の微妙なニュアンスや適切な使用方法を理解し、正しく使いこなす方法を身につけま
す。実際のビジネス場面を想定した演習を通じて、効果的なコミュニケーション能力を養いましょ
う。

企業で働くための
ビジネスマナーとコミュニケーション

ビジネス日本語の習得にはビジネス文化や慣習への理解が必要不可欠です。本講義では、文化
理解のための理論的枠組みを紹介しながら、実際場面で文化を理解するためのトレーニングを行
います。

AI時代に日本語を学ぶ意義

AI技術が急速に進化し、翻訳や通訳ツールが日常的に活用される現代において、「日本語を学ぶ
意義」とは何でしょうか。本講座では、AI 時代における日本語学習の重要性をテーマに、翻訳技術
の限界や言語学習が持つ本質的な価値について考察します。また、具体的な事例を交えながら、
日本語学習が未来の社会やキャリアにどのような可能性があるかを多角的に検討します。AI では
補えない日本語の魅力や可能性について、参加者のみなさんと共に考える機会になれば嬉しい
です。

ビジネス日本語と翻訳・通訳
－２つの言語を行き来する面白さ－

「外国語としての日本語」を使って仕事をする場合、母語との間で、翻訳や通訳の作業を求められ
ることも多いでしょう。それでは、翻訳や通訳の現場において要求される知識とはどのようなもの
でしょうか？
「Traduttore, traditore（翻訳者は裏切り者）」という有名な言葉を糸口として、日本語へ（から）
の翻訳や通訳の面白さと難しさ、また、そこから見えて来る日本語という言語の特性について考え
ます。

ビジネス日本語と言うと敬語を連想し、苦手意識を感じる人も多いのではないでしょうか。本講
義では、敬語の基本的な考え方を確認しながら、ビジネス場面で使われる敬語表現を解説し、
日本語学的観点から理解を深めます。さらに、敬語学習に役立つコンテンツとその学習方法に
ついて紹介します。

ビジネス日本語と敬語表現
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形 式 使用Zoom进行网络授课

対 象

课 程

N２(JLPT)及格水平以上的外国留学生、
或者是外籍社员。
※东洋大学以外的学生也可以参加。
※欢迎居住在日本海外的国家或地区的各界人士参加。

名 额 每个讲座 �,���名（先到先得）

共�大主题、��节课

参 加 费 免费

报 名 截 止 ����年�月��日（星期六）

报 名 方 式 请进入下方网站报名。
TOYO Japanese Language Program网站
网址：https://toyo-jlp.com

时 间 ����年�月��日（星期二）～�月��日（星期日） 

※各主题均由理论和实践两部分构成。

※共�天

����春季东洋大学

商务
日语讲座
各界专家亲临指导
商务日语和商务技巧

在本讲座中，您可以深度学习商务场合
实 际 需 要 的 商 务 日 语 、 文 化 知 识 、 礼
仪、技巧等。
这是一次宝贵的机会，您可以获得各个
领域的专家的专业指导。讲座的内容还
包括能成为留学生就职的强力优势“BJT
商务日语能力测试”（日本汉字能力测
试协会）的考试对策。如果您打算参加
BJT 考试，我们极力推荐您有效运用此
课程。
本期讲座将会聘请新的专家为您讲解，
您可以从�大主题��节课中自由选择感兴
趣的课程。所有报名者都可以在课后观
看讲座视频。请借此机会加深您对商务
日语和文化的理解，并以此来建立您的
未来职业规划。ー讲座将全部用日语进行。

ー您可以根据自身的情况自由选择一节或多节课程。
ー回答课后问卷可获得当天课件资料（在讲师允许的条件下）。

https://toyo-jlp.com/zh-hans/class/courselist-2025-spring-business-japanese-special-courses
https://toyo-jlp.com/zh-hans/home


時間 主题 课程 讲师 所属回

【讲座相关咨询】
TOYO Japanese Language Program
E-mail： toyo-jlp@tugs.co.jp

【报名方式】

课程表
您可以从专家亲临指导的��个课程中自由选择！

请扫描右侧的二维码或通过下面的URL进入网站报名。
TOYO Japanese Language Program网站
URL：https://toyo-jlp.com
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阅读与写作

敬语表达

笔译与口译

听力和口语

商务文化和礼仪

词汇和语法

牛窪隆太 东洋大学国际教育中心
副教授

东洋大学国际教育中心
讲师

神户女学院大学
教授

公益财团法人
日本汉字能力检定协会

有限公司Font
CEO

神户大学
教授

东洋大学国际教育中心
副教授

日本大学
教授

学习院大学
教授

筑波大学
教授

早稻田大学
教授

陈秀茵

建石始

大森 一弘

武藏野大学
名誉教授堀井惠子

宮外真理子

石川慎一郎

牛窪隆太

东京学艺大学
副教授小西円

野田尚史

NPO法人日语教育研究所
理事·研究员长崎 清美

前田直子

田中祐辅

李在镐

商务日语阅读理解

基础商务写作技巧

提升闲聊能力的感叹词运用技巧：
为对话增添色彩的秘诀

以同义表达为主的商务日语实践演习

通过BJT与漫画掌握商务日语与沟通实务

商务日语和敬语

AI时代下学习日语的意义

商务日语及笔译和口译 -在两种语言之间转换的乐趣-

来自日本的翻译第一线

商务日语听力精通技巧

在企业工作中所需的商务礼仪与沟通技巧

商务文化知识和习得的培训

商务日语词汇表达练习

提高交流技能的日语语法

�月��日
(星期二)

�月��日
(星期三)

�月��日
(星期四)

�月��日
(星期五)

�月��日
(星期六)

�月��日
(星期日)

https://toyo-jlp.com/zh-hans/class/courselist-2025-spring-business-japanese-special-courses
https://toyo-jlp.com/zh-hans/home


讲师介绍

田中 祐辅
筑波大学
教授

毕业于筑波大学现代语･现代文化学系。获早稻田大学大学院日本語教育研究科博士
学位。日语教育学博士。
曾任日本学术振兴会特别研究员、中国复旦大学讲师、早稻田大学国际学术院助
教、东洋大学讲师、副教授、青山学院大学副教授。
研究题目包括多文化共生、国际文化交流和日语教育，重点研究留学生日语教育、
商务日语、JSL儿童日语教育、日语教材分析与开发、语言政策、日语教育史和日本
文化海外传播等。
曾获得第��届大平正芳纪念奖特别奖、����年度日本語教育学会奨励賞等奖项。

陈 秀茵
东洋大学国际教育中心
讲师

广东海洋大学外语学院日语系毕业。神户大学大学院人文研究科硕士·博士课程毕
业，取得学术博士学位。曾任德国汉堡大学、神户大学助手，神户艺术工科大学、
日本经济大学受聘讲师和专聘讲师。研究领域为现代日语语法、日语教育、日语
学、语料库语言学，以日语学习者的视点进行现代日语语法的文末表现研究和汉字
汉语研究。运用语法·词汇的理论知识，为留学生讲解日语学习者的困难点、注意
点，并介绍各种提升日语能力的学习技巧。

野田 尚史
日本大学
教授

毕业于大阪外国语大学（现为大阪大学）外国语学院西班牙语专业。完成大阪外国
语大学研究生院日语语言学专业硕士课程。获得筑波大学人文社会科学研究科博士
（语言学）学位。
曾任大阪外国语大学助教、筑波大学讲师、大阪府立大学讲师、副教授、教授。自
����年起担任国立国语研究所教授，自����年起担任日本大学文理学院教授。
作为面向日本语学习者的阅读指导和日语教育语法研究领域的领军人物，发表了众
多关于日本语言学和日语教育的重要见解。主要著作包括《日本語コミュニケー
ションのための読解教材の作成》（日语交流读解教材的制作）和《コミュニケー
ションのための日本語教育文法》（面向交流的日语教育语法）等。

牛窪 隆太
东洋大学国际教育中心
副教授

独協大学外语学院毕业。早稻田大学大学院日语教育研究科博士课程毕业，取得日
语教育学博士学位。曾任泰国早稻田教育中心日语学校副主任讲师、早稻田大学日
语教育研究中心助手、关西学院大学日语教育中心日语专聘讲师、语言特别讲师。
研究领域为质的数据分析法、教师研究、实践研究。



小西 円
东京学艺大学
副教授

毕业于大阪市立大学。完成大阪外国语大学研究生院硕士课程及早稻田大学博士课
程。获得博士（日本语教育学）学位。
曾任早稻田大学助教及国立国语研究所研究员。自����年起任现职。
参与了多种日语教材和日语教师专用书籍的开发工作，主要著作包括《流暢性と非
流暢性》（流畅性与非流畅性）和《日本語コミュニケーションのための読解教材
の作成》（日语交流读解教材的制作）、《ミニストーリーで覚える JLPT日本語能
力試験ベスト単語N� 合格����》（学习日本语能力测试最佳词汇N� 通关����问）
等。

堀井 惠子
武藏野大学
名誉教授

毕业于青山学院大学文学部英米文学科，曾在德意志银行东京分行和伊拉克巴士拉
的日本公司支社工作，后从事日语教育。博士（学术）。
曾任武藏野大学教授、研究生院语言文化研究科主任、国际学部日语交流学科主
任。
现任日本語OPI研究会会长、学术日语研究会事务局、商务日语研究会首席干事，以
及担任经济产业省委託项目「外国留学生在日就业促进调查研究」审议委员会委
员、经济产业省委託项目「亚洲人才资金构想通用课程和教材开发委员会」委员、
文化厅委託的面向「在日生活的外国人」的日语教育项目、以及「面向在日就业外
国人的新任日语教师培训」项目（令和�-�年度）的运营和讲师等职务。在商务日语
研究与教育领域奠定了基础，并将最前沿的理论和实践推广至国内外。

石川 慎一郎
 神户大学
教授

毕业于神户大学文学部。完成神户大学文学研究科及冈山大学文化科学研究科研究
生课程。获得博士（文学）学位。
专攻语料库语言学和应用语言学。曾任静冈县立大学讲师、广岛国际大学讲师、神
户大学副教授。自����年起任现职。
计量国语学会副会长、日英语言文化学会理事。曾任英语语料库学会会长等职务。
并参与文化厅语言资源委员会及其分科会工作，担任文化厅文化审议会国语分科会
委员及语言资源小委员会副主席，并担任文部科学省日本语教师培养与培训推进项
目近畿地区负责人。
主要著作包括《ベーシックコーパス言語学》（基础语料库语言学）、《ベーシッ
ク応用言語学》（基础应用语言学）和《The ICNALE Guide: An Introduction to a 
Learner Corpus Study on Asian Learners’ L� English》（ICNALE指南：亚洲学
习者英语学习者语料库研究入门）等，译作包括《 概説コーパス言語学―手法·理
論·実践》（语料库语言学概论）、《コーパス語彙意味論―語から句へ》（语料
库词汇语义学）和《D.H.劳伦斯短篇全集第�卷》（〈两只蓝鸟〉）等。

宮外 真理子
有限公司Font
CEO

毕业于大阪大学外国语学部北·中央文化德语系。
完成了庆应大学系统设计与管理研究科的课程。
目前是大阪公立大学都市经营研究科都市政策与区域经济课程硕士二年级学生。
大阪大学毕业后，创办了翻译和口译公司。在庆应大学研究了「容易翻译成英语的
日语」。



建石 始
神户女学院大学
教授

毕业于大阪外国语大学外国语学部。获神户市外国语大学大学院修士学位和博士学
位。文学博士。
曾任鹿儿岛县立短期大学文学部副教授，自����年起任神户女学院大学文学部副教
授、教授。
撰写了多部著作，包括《日语限定词的功能》、《日语名词研究的过去、现在和未
来》和《名词类的语法》，以及许多关于日语同义词和语法的论文、教材。为日语
教育做出了许多重要贡献。

李 在镐
早稻田大学
教授

毕业于京都大学人类环境学研究科博士课程。获得博士（人类环境学）学位。
专攻计量语言学、语料库语言学、日本语教育、应用语言学和认知语言学等领域。
曾任信息通信研究机构研究员、国际交流基金研究员及筑波大学副教授。自����年
起任现职。
历任计量国语学会理事、日本语教育学会代议员及韩国日本语教育学会海外理事。
����年获日本语教育学会鼓励奖。
以AI和ICT为基础的日本语教育研究为中心，发表了如《生成AIと日本語教育》(生成
AI与日本语教育)和《ICTを活用した日本語教育の展望》(基于ICT的日语教育展望)
等重要成果。

前田 直子
学习院大学
教授

东京大学文学部毕业，语言学学士。大阪大学大学院现代日语学博士课程毕业，取
得 文 学 博 士 学 位 。 曾 任 教 于 东 京 大 学 留 学 生 中 心 （ 现 国 际 教 育 中 心  U T o k y o 
GlobE），����年成为学习院大学副教授，并在����年成为学习院大学教授。现任
日语语法学会会长。在日语学研究和日语教育研究领域里发表过许多重要论文、书
籍、日语语法教材等。还出版了《商务日语教育的发展和课题》（coco出版社），
在商务日语教育领域也提出了重要的建议。

大森 一弘
公益财团法人
日本汉字能力检定协会

����年�月于専修大学文学部国文学科毕业，取得中学和高中国语（日语）教员执
照。
����年�月入职株式会社万弼士文档信息管理，并从事以企业为对象的数据存储和运
营BtoB解决方案销售。
����年�月加入公益财团法人日本汉字能力检定协会。为从小学到大学的广泛教育机
构以及企业的日语能力培养提供支持。解决了学校教育、综合学习以及入学考试或
求职中所需的日语和汉字能力方面的问题。同时担任协会的公共关系官，负责电
视、报纸、杂志等媒体的采访，撰写新闻稿。
目前，在大学和企业进行许多关于提高外国人和日本人沟通能力的讲座和培训。

长崎 清美
NPO法人日语教育研究所
理事·研究员

驹泽大学、东京工业大学兼职讲师。����年在制钢厂工作后从事日语教育。在日语
教室和学校（语言学校、专科学校和大学）任教后，作为日本青年海外协力队员赴
肯尼亚工作。回国后，从事日语教师培训课程、教材开发等工作。现从事企业商务
人员的日语培训、留学生就业支援、商务日语教室培训等工作。



課程 詳情No.

课程详情

商务日语阅读理解

基础商务写作技巧

提升闲聊能力的感叹词运用技巧：
为对话增添色彩的秘诀

以同义表达为主的商务日语实践演习

通过BJT与漫画掌握商务日语与沟通实务

商务日语和敬语

AI时代下学习日语的意义

商务日语及笔译和口译 -在两种语言之间转换的乐趣-

来自日本的翻译第一线

商务日语听力精通技巧

在企业工作中所需的商务礼仪与沟通技巧

商务文化知识和习得的培训

商务日语词汇表达练习

提高交流技能的日语语法

��

��

��

��

��

��

��

��

��
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��
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在商务活动中，不同的情况需要不同的阅读方法。本课程将通过理解商务文书结构、快速掌握文书
大意、提取必要信息的练习，来加深实际理解。

在使用“日语作为外语”工作时，你是否经常被要求用母语进行翻译呢？那么，笔译和口译都需要什
么样的知识呢？我们将以"Traduttore, traditore（译者是叛徒）" 这句名言为出发点，考虑翻译成（
来自）日语的乐趣与困难，以及通过此过程看到的日语特点。

在当代商界中，通过邮件或报告等文书准确且有效地传递信息的技能至关重要。本课程将讲解如
何在商务文书中使用简洁明确表达方式的技巧，以及如何撰写便于读者理解的文章。通过具体文
书的结构和表达方法的实例学习，帮助学员掌握可直接应用于实际工作中的技能。

本课程聚焦于如何利用日语中的“感叹词”来提高商务场合的闲聊能力。“诶”、“原来如此”、“哦”等
感叹词能为对话增添自然的节奏，并拉近与对方的距离，尤其是在初次见面或多文化职场中建立
信任关系时尤为有效。我们将通过具体案例学习感叹词的语感和使用区别，通过线上互动测验和
练习，掌握实用知识。让我们一起来探讨如何通过理解日语微妙的语感，为对话“增色”吧！

本课程将介绍在日本工作的商务人士所需的沟通技能，并解析“BJT商务日语能力考试”的特点及
样题。通过结合BJT考试的实践学习，以提升商务日语能力的具体技巧。在课程后半部分，我们将
通过使用BJT商务日语能力考试官方Facebook上发布的漫画，轻松学习日本企业文化和商务日
语的实用技巧。

提到商务日语，许多人会联想到敬语，并因此感到头疼。本课程将回顾敬语的基本概念，讲解在商
务场景中常用的敬语表达，并从语言学的角度加深对敬语的理解。此外，还将介绍学习敬语的相关
资源及有效的学习方法。

在AI技术飞速发展的今天，利用人工智能技术的翻译/口译工具被广泛应用，那么“学习日语的意义”
是什么？本课程将以AI时代日语学习的重要性为主题，探讨翻译技术的局限性和语言学习的本质价
值。结合具体案例，从多角度审视日语学习对未来社会与职业的潜在可能性。希望本课程能成为与
参与者共同思考AI无法取代的日语魅力与可能性的契机。

在这次讲座中，我将结合实例分享在日本从事翻译和口译工作时所面临的期望和要求。涉及翻译
和口译工作的人不仅包括翻译者和口译者，还有代理人、委托翻译的客户，以及最终用户等。我们
将一起探讨这些利益相关者对翻译或口译有何期望，以及翻译者和口译者应如何应对这些期望。

在商务场合中，从与客户、上司的谈话或电话等口头交流中准确获取所需内容是不可或缺的能力。
本课程将侧重于商务日语的听力理解，培养与工作直接相关的具体实用技能。通过提高听力能力，
学习如何更加顺畅地进行职场沟通。

掌握商务日语不仅需要理解商务文化和商业习惯。在本次讲座中，我们将结合具体实例讲解在日
本企业工作时所需的重要商务礼仪和商务沟通技能，并与大家一起深入思考。

学习商务文化和习惯，对学习商务日语至关重要。在本次讲座中，我们将会介绍日本文化的理论框
架，解说日本文化知识并进行相关练习。

在这次讲座中，我们将共同学习日语学习者在学习实际商务场景中使用的词汇时所面临的困难，
并介绍克服这些困难的学习方法。我们将通过实践练习和讲解来加深理解。课程中，我们还将进行
BJT商务日语能力测试的模拟题目练习。

在商务场景中使用日语不仅需要语言知识，还需要具备沟通能力。本课程将从日语语法的角度出
发，探讨在“听、说、读、写”四项技能中需要掌握的沟通能力。

本讲座将围绕商务场景中的同义表达进行实践演习。通过本次讲座您将理解同义词和同义表达的
微妙差异及其适当的使用方法，并学会如何正确使用它们。我们将通过模拟实际商务场景的演习，
帮助您培养有效的沟通能力。


